地震工学委員会 小委員会 の委員公募のお知らせ
●委員会名－「性能に基づく橋梁等構造物の耐震設計法に関する研究小委員会」
委員長候補予定者：株式会社長大・構造事業本部副技師長　　　　　　 矢部正明
●活動期間－2014年4月より2017年3月の約3年間を予定
●設立趣旨－構造物の耐震設計が性能をベースとした体系となって久しいが，多様な性能ニーズに対応するための構造物を構成する部材の非線形挙動の評価，限界状態の評価などまだ今後研究すべき課題が多く残されている。また，性能という観点からは，早期に機能回復する「復旧性」が求められる構造物が多くなってきており，この視点からの研究課題への取り組みも必要である。橋梁等の構造物に対する耐震補強についても，これまでに個々の耐震補強技術が研究開発され，現場においても順次事業が進められてきていると同時に，様々な制約条件下にある特殊な構造物の耐震補強，劣化が生じている構造物の耐震診断と耐震補強等が課題となってきている。さらに，平成23年3月11日の東北地方太平洋沖地震Mw9.0では，想定を超える事象が起きうることをつきつけられた。従来，土木構造分野で暗黙のうちに多用されていた既往最大という過去に認められている実際に起こった災害を想定した対策を行うという行為に対しても，専門家としての姿勢が問われもした。東北地方太平洋沖地震後に改定された道路橋示方書と鉄道構造物等設計標準の耐震設計編では，ともに，耐震設計では考慮していないが想定されうる地震に伴って生じる事象に対する危険の程度を小さくすることを求めており，構造計画の重要性が強調されている。このため，橋梁構造物などの構造物を対象に耐震性能の照査技術の構築に必要とされる学術的な研究課題について，専門領域を超えて研究・技術情報の交流を図り，今後の耐震設計技術の向上に資することを目的として本小委員会を設立することと致しました。本小委員会は，橋梁等構造物などの構造物を対象に性能に基づいた耐震設計技術の構築に必要とされる「入力地震動評価」，「構造物の応答評価」，「部材の耐力や変形能力評価」，「耐震・免震・制震設計」等を研究対象とする予定です。また，引き続き，性能に基づく橋梁等の耐震設計法に関するシンポジウムも開催します。
●募集人数－特に制限は設けませんが、極端に多数の応募の場合は御本人の業務・研究歴・応募理由等を参考に公募者側で委員選定する事もありえます。
●応募方法－参加を希望される方は、①氏名、年齢、所属、連絡先住所、電話番号、FAX

番号、E-mail アドレス②応募理由、本委員会で取り組みたい内容のキーワード③現在の主たる業務・研究の概要をA4 用紙1 枚程度にまとめた上で次の応募先にメールの件名を「性能に基づく橋梁等構造物の耐震設計法研究小委員会公募申込」としてE-mail にてご応募下さい。4月下旬以降にこちらから折り返しご連絡を差し上げます。
●応募締切－2014年4月30日（水）
●応募先・その他問合せ先
株式会社　長大　矢部正明
TEL：029-855-3113 ，FAX：029-852-8545，E-mail: yabe-m@chodai.co.jp
